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４． 討議議事録（M/D）基本設計現地調査 
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討議議事録（M/D）基本設計概要説明 
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５．事業事前計画表 

 

１．案件名 

インドネシア共和国ニアス島橋梁復旧計画 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

 ニアス島はスマトラ島の西約 125km に位置する離島であり、行政的には北スマ

トラ州に含まれている。面積は 5,625 平方キロ、人口は約 70 万人であるが、一

人当たり GDP が全国平均（1,663 米ドル／2006 年）の約 35%と、同国の中でも最

貧地域のうちの一つである。 同島は、北スマトラ沖地震（2004 年 12 月）とニ

アス北沖地震（2005 年３月）の二度の大地震に襲われ、島内で約 2,000 人が犠

牲になったと言われている。復興はアチェ・ニアス復興庁（BRR）により調整の

うえ実施されている。UNDP やオーストラリアなどが、住宅再建や生計回復など

の分野において無償資金協力・技術協力をおこなっているが、我が国はノンプロ

無償などによって、水供給や市場、病院の復旧にかかる協力を実施している。 

 同島の道路は、大きくは島全体を周回する３つの州道および島の中央部を横断

する１つの州道からなっている。州道上には大小の橋梁が存在するが、施工・維

持管理双方に問題があり、腐食や段差などが以前から問題となっていた。2001

年には未曾有の大洪水があり、この復旧が完了しないうちに、上記２回の大地震

に見舞われて決定的な被害を蒙った。その後、BRR による復旧が進められている

が、依然として桁の落下や橋台の傾斜等が見られる橋梁が残されており、次の地

震時には落橋する恐れが指摘されている。 

 このような状況に鑑み、2005 年インドネシア政府は、復旧が必要な橋梁のう

ち被害が甚大で自国による対応が困難な７橋の建設（改修）を要請してきた。要

請を受け 2007 年７月に予備調査が実施された。予備調査の結果、要請橋梁のう

ち一部の橋梁は既に再建が進んでいることや、要請以外にも緊急に架け替えの必

要がある橋梁が確認されたため、見直しが行われ、新たに６橋（うち１橋は原要

請に含まれる）の改修が要請された。 

 要請された６橋のうち５橋は州道 75 号線に位置しているが、同路線は島内随

一の幹線道路であり島内では交通量が最も多いが代替道路がなく、同島の経済活

動、住民の生活インフラへのアクセスにとって非常に重要性が高い。これらの橋

梁の再建は、同島の経済復興・開発に貢献し住民の生活向上に繋がるのみならず、

災害時の避難、支援物資の運搬島の観点からも必要かつ重要なものである。残り

１橋は県道上ではあるものの、グヌンシトリ市中心部に位置し交通量も多く、そ

の安全で確実な通行の確保は必要かつ重要である。 
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３．プロジェクト全体計画概要 

（１） プロジェクト全体計画の目標 

地震により被害をうけ危険な状態の６橋を架け替えることにより、安全で効率的な交通が

確保される。 

直接裨益対象の範囲及び規模：州道 75号線沿道住民約 50 万人 

間接裨益対象の範囲及び規模：ニアス島住民約 70万人 

 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

ア 州道 75 号線の危険な５橋が架け替えられ、安全で効率的な交通が確保される。 

イ グヌンシトリ中心部の２橋が拡幅され交通渋滞が緩和される。 

 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 州道 75 号線の５橋およびグヌンシトリ市内の県道の１橋を架け替える。 

イ 完成後の橋梁の維持管理を行う。 

 

（４） 投入 

ア 日本側： 無償資金協力 16.21 億円 

イ 「ザ」国側： 

(ア)必要な人員：維持管理要員：約 20名 

(イ)施設の運営・維持管理に係る経費： 881 百万ルピア 

 

（５） 実施体制 

・主管官庁：「イ」国公共事業省 

・実施機関：公共事業省道路総局、北スマトラ政府、ニアス県、南ニアス県 

 

４．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

「イ」国北スマトラ州ニアス島 

（２）概要 

Nou 橋：     橋長 41.5m、取付道路延長  70.8m 

Nou A 橋：    橋長 49.5m、取付道路延長  90.5m 

Gido Si ’ite 橋：  橋長 40.0m、取付道路延長 180.0m 

Idano Gawo 橋：橋長 151.0m、取付道路延長 209.0m 

M e z ay a 橋：  橋長 94. 0m、取付道路延長 181.0m 

Sa ’ua 橋：   橋長 53.5m、取付道路延長 186.5m 
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（３）相手国負担事項 

① プロジェクト用地確保、家屋移転 

② 電柱、電話線、水道管の移設 

③ 既存橋の撤去 

（４）概算事業費 

概算事業費 16.33 億円（日本側負担 16.21 億円、「ザ」国側負担 0.12 億円） 

（５）工期 

詳細設計・入札期間を含め約 27.3 ヶ月(予定) 

（６）貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 

特になし。 

５．外部要因リスク(プロジェクト全体計画の目標達成に関して)  

なし。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 
 

成果指標 橋梁名 現状の数値（2008 年) 計画値（2011 年） 

Nou 橋 2 2 

Nou A 1 2 

Gido Si’ite 橋 2 2 

Idano Gawo 橋 1 2 

Mezaya 橋 1 2 

 
 

車線数 
（レーン） 

Sa’ua 橋 1 2 

Nou 橋 20 20 

Nou A 15 20 

Gido Si’ite 橋 20 20 

Idano Gawo 橋 6 20 

Mezaya 橋 15 20 

 
 

通行制限荷重 
（トン） 

Sa’ua 橋 6 20 

Nou 橋 20 30 

Nou A 20 30 

Gido Si’ite 橋 20 60 

Idano Gawo 橋 10 60 

Mezaya 橋 5 40 

 
走行速度 
(km/hr) 

Sa’ua 橋 5 40  

（２）その他の成果指標 

特になし。 

（３）評価のタイミング 

2011 年度以降（施設供用開始後） 
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